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を
臨
時
設
置
す
る
た
め
に
駐

車
場
を
提
供
し
た
。

事
故
現
場
か
ら
１
㌔
圏
内

に
工
場
や
物
流
セ
ン
タ
ー
を

持
つ
企
業
で
被
害
が
な
か
っ

た
と
こ
ろ
で
は
、
「
普
段
通

り
で
は
な
い
が
、
受
発
注
業

務
は
何
と
か
で
き
て
い
る
。

従
業
員
に
被
害
は
な
い
が
、

精
神
的
な
不
安
は
あ
る
」
と

の
声
が
聞
か
れ
た
。
被
害
を

受
け
て
い
な
い
企
業
の
間
で

も
、
事
故
の
長
期
化
を
懸
念

す
る
声
が
多
く
上
が
っ
て
い

る
。

半
径
５
０
０
㍍
以
内
の
企

業
で
も
、
通
信
に
問
題
が
な

く
業
務
に
影
響
が
な
い
企
業

も
あ
る
が
、
交
通
規
制
の
影

響
で
ト
ラ
ッ
ク
を
迂
回
ル
ー

ト
で
移
動
さ
せ
る
必
要
が
生

じ
た
事
例
が
報
告
さ
れ
た
。

本
社
工
場
の
電
話
が
遮
断

さ
れ
た
メ
ー
カ
ー
の
中
に

は
、
回
線
が
つ
な
が
る
別
工

場
を
臨
時
の
連
絡
窓
口
と
す

る
対
応
を
取
っ
た
企
業
も
あ

っ
た
。
事
故
現
場
付
近
の
メ

ー
カ
ー
で
は
、
通
信
業
者
が

地
上
に
通
信
ア
ク
セ
ス
拠
点

な
被
害
や
生
産
設
備
の
停
止

が
発
生
し
て
い
る
企
業
は
確

認
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
方

で
、
一
部
の
企
業
で
は
電
話

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
遮
断

さ
れ
て
お
り
、
連
絡
手
段
を

携
帯
電
話
に
切
り
替
え
た

り
、
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
確

保
し
た
り
す
る
対
応
が
見
ら

れ
た
。
ま
た
、
水
道
が
停
止

し
、
大
量
の
工
業
用
水
を
必

要
と
す
る
工
場
が
休
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
と
い
う
。

る
。１

月
３１
日
時
点
で
の
本
紙

の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る

と
、
連
絡
が
取
れ
た
企
業
の

中
で
、
事
故
に
よ
る
物
理
的

面
で
重
要
な
地
点
と
な
っ
て

い
る
。
現
場
か
ら
半
径
５
０

０
㍍
以
内
に
は
、
フ
ァ
ス
ナ

ー
メ
ー
カ
ー
や
関
連
企
業
を

含
む
約
２０
社
が
集
積
し
て
い

事
故
が
発
生
し
た
交
差
点

は
県
道
５４
号
線
上
に
位
置

し
、
八
潮
市
内
の
各
方
面
へ

広
が
る
道
路
が
交
わ
る
六
差

路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
物
流

組
み
に
期
待
を
寄
せ
た
。

創
業
２
０
１
８
年
の
ロ
ボ

ッ
ト
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
㈱
Ｈ

ａ
ｋ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
で
は
４
Ｗ
Ｄ
４

Ｗ
Ｓ
に
よ
る
優
れ
た
走
破
性

を
特
長
と
し
た
自
動
配
送
ロ

ボ
ッ
ト
の
開
発
を
進
め
て
い

る
。
近
畿
大
学
と
実
用
化
に

向
け
た
共
同
研
究
を
進
め
て

い
る
ほ
か
、
２
年
前
に
サ
ン

コ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
㈱
と

資
本
業
務
提
携
を
締
結
し
て

い
る
。
㈱
Ｈ
ａ
ｋ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
の

大
山
社
長
は
実
験
後
に
行
わ

れ
た
記
者
会
見
の
中
で
今
後

に
つ
い
て
「
サ
ン
コ
ー
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
と
一
緒
に
取
り

組
み
を
進
め
、
自
動
配
送
ロ

ボ
ッ
ト
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
様
々
な
方
に
見
て
い
た

だ
き
、
そ
の
中
で
新
た
な
ニ

ー
ズ
を
見
つ
け
課
題
に
応
え

て
い
き
た
い
」
旨
を
コ
メ
ン

ト
し
た
。

西
万
博
が
行
わ
れ
る
年
に
万

博
会
場
の
外
で
も
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
こ

と
は
非
常
に
喜
ば
し
い
」
旨

挨
拶
の
中
で
述
べ
た
。
同
じ

く
視
察
に
訪
れ
た
東
大
阪
市

の
野
田
義
和
市
長
は
「
東
大

阪
の
中
小
企
業
、
そ
し
て
モ

ノ
づ
く
り
、
町
工
場
の
未
来

の
た
め
に
自
治
体
と
し
て
可

能
な
限
り
協
力
し
て
い
き
た

い
」
旨
を
述
べ
両
社
の
取
り

の
問
い
合
わ
せ
を
は
じ
め
大

き
な
反
響
を
い
た
だ
く
と
共

に
建
屋
間
搬
送
な
ど
新
た
な

ニ
ー
ズ
も
見
え
て
き
た
」
と

振
り
返
っ
た
。
ま
た
、
視
察

に
訪
れ
た
近
畿
経
済
産
業
局

の
信
谷
和
重
局
長
は
「
『
未

来
社
会
の
実
験
場
』
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
掲
げ
る
大
阪
・
関

立
つ
と
考
え
て
い
る
」
旨
話

し
、
今
後
の
展
開
に
期
待
を

示
し
た
。

㈱
Ｈ
ａ
ｋ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
の
大
山

社
長
か
ら
は
実
験
概
要
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
中

で
大
山
社
長
は
「
前
回
（
昨

年
７
月
）
の
実
証
実
験
を
経

て
課
題
を
抱
え
る
企
業
か
ら

セ
ン
タ
ー
へ
と
戻
る
こ
と
が

で
き
た
。

当
日
は
実
験
開
始
前
に
サ

ン
コ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
㈱

の
奥
山
社
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
、
奥
山
社
長
は
「
特
に
近

場
の
取
引
先
に
つ
い
て
は
自

動
配
送
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
す

れ
ば
多
頻
度
納
品
が
実
現
で

き
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
に

繋
が
る
と
期
待
し
て
い
る
」

旨
を
述
べ
た
。
ま
た
続
け
て

「
東
大
阪
市
は
モ
ノ
づ
く
り

の
街
だ
が
（
自
動
配
送
ロ
ボ

ッ
ト
の
）
実
証
実
験
が
行
え

る
街
と
し
て
も
実
績
を
積
め

ば
多
く
の
関
係
企
業
が
興
味

を
示
す
の
で
は
。
東
大
阪
市

で
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
、
実
験

し
実
用
化
ま
で
行
え
る
よ
う

に
な
れ
ば
市
の
活
性
化
に
役

０
０
㌔
㌘
の
ね
じ
を
搭
載
し

た
上
で
ル
ー
ト
配
送
を
行
っ

た
。
ま
た
導
入
事
業
者
側
で

の
運
用
を
想
定
し
た
内
容
と

し
て
、
サ
ン
コ
ー
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
㈱
の
関
係
者
が
自
動

配
送
ロ
ボ
ッ
ト（
Ｈ
ａ
ｋ
ｏ
ｂ

ａ
ｓ
ｅ
）
に
実
装
さ
れ
た
Ｇ
Ｕ

Ｉ
を
活
用
し
て
一
部
の
マ
ッ

プ
及
び
ル
ー
ト
を
事
前
に
作

成
し
た
上
で
正
し
く
動
作
す

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
併

せ
て
実
証
を
行
っ
た
。
実
証

実
験
は
お
よ
そ
４０
分
か
け
て

行
わ
れ
、
東
大
阪
物
流
セ
ン

タ
ー
を
出
発
し
た
自
動
配
送

ロ
ボ
ッ
ト
は
配
送
を
行
い
な

が
ら
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ト
を

走
行
し
、
無
事
東
大
阪
物
流

タ
ー
近
隣
に
位
置
す
る
深
輝

精
工
㈱
（
東
大
阪
市
）
、
藤

本
産
業
㈱
（
同
）
へ
最
大
１

こ
の
日
行
わ
れ
た
実
証
実

験
で
は
サ
ン
コ
ー
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
㈱
東
大
阪
物
流
セ
ン

関係者による記念撮影

自動配送ロボットを見守る関係者ら

当日は多くの報道陣が集まった

自
動
配
送
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を
行
う
㈱
Ｈ
ａ
ｋ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
（
宮
崎
市
、
大
山
純
社
長
）

は
、
１
月
２７
日
に
サ
ン
コ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
㈱
（
大
阪
市
西
区
、
奥
山
淑
英
社
長
）

東
大
阪
物
流
セ
ン
タ
ー
近
辺
に
お
い
て
昨
年
７
月
に
続
い
て
２
回
目
と
な
る
公
道
実
証

実
験
を
実
施
し
た
。
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１
月
２８
日
、
埼
玉
県
八
潮
市
内
の
県
道
松
戸
草
加
線
（

２８

５４
号
線
）
中
央
一
丁
目
交
差

点
付
近
に
お
い
て
、
中
川
流
域
下
水
道
の
下
水
道
管
破
損
が
原
因
と
み
ら
れ
る
陥
没
が

発
生
し
、
走
行
中
の
ト
ラ
ッ
ク
が
転
落
す
る
事
故
が
起
き
た
。
事
故
現
場
は
、
全
国
的

に
も
フ
ァ
ス
ナ
ー
関
連
企
業
が
集
積
す
る
八
潮
市
内
で
最
も
密
集
す
る
エ
リ
ア
で
あ

り
、
事
故
の
影
響
に
よ
り
一
部
の
企
業
で
は
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
遮
断
に
よ
る

通
信
障
害
が
発
生
し
た
（
１
月
３１
日
時
点
）
。

コ
ン
ベ
ヤ
前
に
到
着

ト
レ
イ
を
コ
ン
ベ
ヤ
に
送
出

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
元
へ
搬
送

製
品
が
ト
レ
イ
に
載
っ
て
自

動
倉
庫
へ

トレイを積んで自動発進

新
会
社
は
主
に
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

や
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
、
協
働

ロ
ボ
ッ
ト
の
企
画
・
開
発
販

売
を
中
心
と
し
た
製
造
Ｄ
Ｘ

の
推
進
を
行
う
。
同
社
が
開

発
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
す
で

に
自
社
工
場
や
倉
庫
で
稼
働

し
て
お
り
、
他
社
に
導
入
す

る
際
に
費
用
対
効
果
を
示
す

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
技
術
力
と
品
質

管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
な

が
ら
、
経
営
戦
略
か
ら
現
場

改
善
ま
で
、
全
方
位
的
に
中

小
製
造
業
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。

は
製
造
業
向
け
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス

テ
ム
「
Ｙ
ｏ
ｂ
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
ユ
ビ

オ
ッ
ト
）
」
を
６
年
前
に
導

入
以
来
、
生
産
性
の
改
善
に

取
り
組
み
、
大
き
な
成
果
を

出
し
て
き
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
事

業
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
実
績
を
も
と
に
昨

年
末
、
㈱
ゆ
び
す
い
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ（
大
阪
府
堺
市
、

山
下
泰
功
社
長
）
と
共
同
で

新
会
社
「
㈱
Ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｃ
」
を

設
立
し
た
。

全
自
動
化
し
た
計
数
梱
包
機

の
年
内
完
成
を
目
指
す
。
自

動
打
込
み
試
験
機
の
開
発
も

大
詰
め
を
迎
え
て
お
り
、
７

月
頃
の
完
成
を
見
込
ん
で
い

る
。
す
で
に
導
入
し
て
い
る

塗
装
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
長
ね
じ
に
対
応
し
た
新

機
種
開
発
に
取
り
組
む
。

そ
し
て
同
社
の
念
願
だ
っ

た
、
中
小
製
造
業
向
け
の
ロ

ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
事
業
に
も

本
格
的
に
参
入
し
た
。
同
社

リ
ア
ま
で
折
り
返
す
仕
組
み

だ
。同

社
は
人
員
配
置
を
最
適

化
す
る
な
ど
、
人
材
の
有
効

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
回
の
Ａ
Ｍ
Ｒ
導
入
も
、
将

来
の
人
手
不
足
に
備
え
る
狙

い
が
あ
る
。
現
在
行
っ
て
い

る
人
的
作
業
も
自
動
化
で
き

る
も
の
に
つ
い
て
は
随
時
進

め
て
い
き
、
さ
ら
な
る
業
務

効
率
化
を
目
指
す
方
針
。
今

後
多
様
化
す
る
物
流
ニ
ー
ズ

に
対
応
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く
。

ロ
ボ
ッ
ト
事
業
部
の
今
後

の
展
開
と
し
て
、
ま
ず
は
完

発
に
取
り
組
み
、
年
末
に
完

成
し
た
。

同
社
の
Ａ
Ｍ
Ｒ
は
ト
レ
イ

搬
送
が
メ
イ
ン
で
、
自
動
倉

庫
と
デ
パ
レ
タ
イ
ズ
シ
ス
テ

ム
間
を
セ
ン
サ
ー
で
移
動
す

る
。
自
動
倉
庫
前
の
待
機
エ

リ
ア
で
最
大
３０
枚
ま
で
の
ト

レ
イ
を
Ａ
Ｍ
Ｒ
に
積
載
す
る

と
、
自
動
で
発
進
。
セ
ン
サ

ー
検
知
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
開

い
て
倉
庫
に
入
り
、
自
動
マ

ッ
ピ
ン
グ
し
た
指
定
の
ル
ー

ト
に
沿
っ
て
、
デ
パ
レ
タ
イ

ズ
シ
ス
テ
ム
エ
リ
ア
ま
で
搬

送
す
る
。
搬
送
し
た
ト
レ
イ

は
デ
パ
レ
タ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム

の
コ
ン
ベ
ヤ
に
送
出
し
、
作

業
完
了
。
さ
き
ほ
ど
の
指
定

ル
ー
ト
を
走
行
し
、
待
機
エ

て
Ａ
Ｍ
Ｒ
に
置
き
換
え
た
。

Ａ
Ｍ
Ｒ
の
開
発
に
取
り
掛

か
っ
た
の
は
昨
年
、
ロ
ボ
ッ

ト
ア
ー
ム
の
完
成
後
だ
。
発

足
当
初
は
１
名
だ
っ
た
ロ
ボ

ッ
ト
事
業
部
だ
が
、
そ
の
後

優
秀
な
人
材
を
確
保
で
き
、

現
在
は
２
チ
ー
ム
４
名
体
制

に
増
強
。
Ａ
Ｍ
Ｒ
は
主
に
新

規
人
材
が
中
心
に
な
っ
て
開

㈱
ヤ
マ
ヒ
ロ
（
大
阪
府
河
内
長
野
市
、
木
全
章
仁
社
長
）
は
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
部
を
昨

年
立
ち
上
げ
、
自
社
で
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
す
で
に
稼
働
し

て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
活
用
し
た
自
動
デ
パ
レ
タ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
に
続
き
、
こ
の

ほ
ど
自
律
走
行
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）
の
開
発
に
成
功
。
数
回
に
わ
た
る
走
行
テ

ス
ト
を
経
て
、
年
初
か
ら
自
動
倉
庫
内
で
の
稼
働
を
開
始
し
た
。

ッ
ト
ア
ー
ム
を
活
用
し
、
人

的
作
業
は
最
小
限
に
抑
え
て

い
る
。
倉
庫
内
で
ト
レ
イ
を

台
車
で
運
ぶ
作
業
も
、
す
べ

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
で
あ
る
桂

川
精
螺
製
作
所
に
よ
る
ね
じ

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
同
社

の
協
力
の
も
と
、
内
製
し
た

手
動
式
の
加
工
機
で
大
田
区

の
小
学
生
が
製
作
し
た
ね
じ

が
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
次
世
代
を
担
う
子

供
た
ち
に
宇
宙
産
業
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
た
。

今
回
の
最
終
統
合
成
功

は
、
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ

Ｙ
Ａ

Ｏ
Ｋ
Ｉ
に
関
わ
る
各
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
の
協
力
の
成
果
で

あ
り
、
今
後
の
月
面
探
査
の

可
能
性
を
広
げ
る
一
歩
と
な

る
。
桂
川
精
螺
製
作
所
を
は

じ
め
と
す
る
企
業
が
技
術
協

力
を
行
い
、
宇
宙
開
発
分
野

で
の
産
業
技
術
の
応
用
が
進

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
パ
ー

ト
ナ
ー
は
桂
川
精
螺
製
作
所

の
ほ
か
、
㈱
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｄ

Ａ
、
㈱
緑
舞
、
国
光
施
設
工

業
㈱
、
㈱
中
央
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
、
東
京
海
上
日
動
火

災
保
険
㈱
、
パ
ン
チ
工
業

㈱
、
㈱
ピ
ク
シ
ー
ズ
、
４
ｔ

ｈ
．
ａ
ｉ
（
ス
マ
ー
ト
イ
ン

プ
リ
メ
ン
ト
㈱
）
、
三
菱
ケ

ミ
カ
ル
㈱
、
㈱
ユ
ニ
ス
ト
・

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
参
画

し
て
い
る
。

参
画
し
て
お
り
同
社
の
ね
じ

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
、
世
界
最

小
・
最
軽
量
ク
ラ
ス
の
月
面

探
査
車
と
し
て
開
発
さ
れ
、

高
耐
久
性
と
機
動
性
を
備
え

る
。
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

月
面
着
陸
後
に
詳
細
な
接
写

画
像
を
撮
影
し
、
地
球
へ
送

信
す
る
。
こ
の
デ
ー
タ
は
月

面
環
境
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
将
来
の
探
査
ミ
ッ

了
し
た
。
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
、

月
着
陸
船
Ｎ
ｏ
ｖ
ａ
―
Ｃ
に

搭
載
さ
れ
、
２
月
下
旬
に
も

予
定
さ
れ
る
打
ち
上
げ
を
待

つ
。
着
陸
船
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の

ケ
ネ
デ
ィ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か

ら
Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
Ｘ
の
Ｆ
ａ
ｌ
ｃ
ｏ

ｎ

９
ロ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
上

げ
ら
れ
、
月
の
南
極
点
付
近

を
目
指
す
。
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
㈱
桂
川

精
螺
製
作
所
（
東
京
都
）
が

ロ
ボ
ッ
ト
・
宇
宙
技
術
開

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
㈱
ダ
イ
モ

ン
（
東
京
都
中
央
区
、
中
島

紳
一
郎
社
長
）
の
月
面
探
査

車
「
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
」
が
、
米

In
tu
itiv

e
M
a
c
h
in
e

s

の
施
設
で
最
終
統
合
を
完

働
。
省
人
化
と
省
力
化
が
進

み
、
作
業
時
間
の
大
幅
短
縮

を
実
現
し
た
。
製
品
の
荷
積

み
や
荷
下
ろ
し
作
業
も
ロ
ボ

同
社
の
自
動
倉
庫
で
は
、

昨
年
夏
に
搬
送
用
コ
ン
ベ
ア

が
完
成
し
、
１０
月
に
は
デ
パ

レ
タ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
が
稼

ヤ
マ
ヒ
ロ

省
人
化
で
業
務
効
率
ア
ッ
プ

自自
社
開
発
の
Ａ
Ｍ
Ｒ
稼

自
社
開
発
の
Ａ
Ｍ
Ｒ
稼
働働

ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
事
業
に
も
参
入

シ
ョ
ン
の
基
盤

と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
技
術
パ

ー
ト
ナ
ー
に
よ

る
各
種
要
素
技

術
の
実
証
も
目

的
の
一
つ
に
含

ま
れ
る
。

タ
イ
ヤ
部
分

の
一
部
に
は
、

桂川精螺のねじが使用されている
（写真：ダイモン提供）
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ロ
ボ
ッ
ト
が
東
大
阪
で
ね
じ
運
ぶ

電話やネット遮断
事故現場ねじ企業の集積エリア

埼
玉
県
八
潮
市
の
道
路
陥
没

ダ
イ
モ
ン

桂
川
精
螺
の
ね
じ
使
用

探
査
車
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
、月
へ


